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AbStraCt

　MoTe 　universities 　are　ititroducilg　Proble皿 Based　Leaming

PBL　in　Japan　to　皐ctivatc　the　learning　envirollment ・　The

Facility　 Managem （mt 　 of 　miveTsity　 campus 　 facMties　 iS

necessaly 　to　perform　PBL 　effectiVely・This　paper　fbcuses　on

the　i皿paCt　of　learning　environment 　that　PBL 　bri皿 gs　about 　hn

this　study ，　the　usage 　sitUatio 皿 s　of 　the　group　work 　in　the　libraiy

at　Georgia 】rnstitute　of 　Techmology 袷 analyze ｛L　and 　a皿 ideal

preVision　of 　leaming　space 　that　stUde 【1tS　can 　lear皿 　1皿ore

effectively　in　fbtu「e　is　considered ．

1．背景 と臼的

　近年 、電子ジ ャ
ーナ ル の 普及等 の 情報 の 電子化、教育

シ ス テ ム の 変化 、 IT機器や eleafr 血 を用 い た学習 ス タイ

ル へ の 変化等、高等教育課程 の 学生を取 り巻 く状況は劇

的な変化が起きて い る。学習空間もその よ うな変化に 対

応 して い く必 要 が あ る。大学図書館 は、学生が授業時間

外に学習する ため の 代表的な場 所 で ある。近年 で は、ラ

ー
ニ ン グ コ モ ン ズを取 り入れ る大学図書館が増えっ っ あ

る。従 来の 大学図書館は静か に
一

人 で 学 習を行 う場 とい

う考 えで あ っ たが、人 との コ ミ ュ ニ ケ
ー

シ ョ ン を と り な

が ら、学習を行 う場 として変化 を し てき て い る。これは 、

様 々 な学生 の 学習 ス タ イ ル に対応 し て い こ うと動 きの 表

れで あ る。

　ま た 、近年の 日本 に お い て PBL とい う授業 ス タイ ル が

普及 し っ っ ある。
PBL と は 小 グ ル

F 一プ で 学習 を進 め て い

くス タ イル で あ る。PBL で は 、コ ミ ュ ニ ケ
ー

シ ョ ン カ、

主体性 、等の能力を従来 の 講義 型の 授業 では身につ ける

事 の 出来ない 能力 を身 に つ け る事が出来る。し か し、PBL

を効果 的に行 っ て い くに は、グル ープ ワ
ー

ク を十分に行

うこ との で きる施設 の 提供 と学生 の 学習 を支援す るこ と

の で きる人的支援が とて も重要な もの とな っ て くる。

　本研 究で は 、海外 の 先進事例 を調査 し利用実態 の 把握

を し、グ ル
ープ ワーク の 行 動 特 徴を 把握す る こ と に よ り、

今後 の 学習空間の在 り方 の 知見を得 る事 を目的 とす る 。

PBL で の 学生 の 行動 を把握す る ために、ラ
ー

ニ ン グ コ モ

ン ズ で の 行動 を参考にする。

2．研究方法

　既往研 究 より、ア メ リカ の 各大学 の 図書館が どの よ う

に グ ル
ープ ワ ーク へ の 対応を行 っ て い る か を分析 し、そ

の 特徴を明 らか にする 。 そ の 後 、
ジ ョ

ージ ア 工 科大学に

て 行っ た マ ッ ピ ン グ調査 をもとにグル
ープ活動 の 分析を

行 う。

3．PBL に つ い て

　PBL と は Problem・Based　Leamjng の 略称 で ある。　PBL

教育の 起源 は、1969年 に McMaster 大学で行われ たの が

最初 で ある とい われ て い る。従来 の 医学教育は 基礎科 目

を終了 し、そ の後、臨床医学を学ん だ後 、 実習に移る と

い うの が通 常で ある。しか し、PBL 教育で は こ の 逆 の コ

ース で 学習するも の で 、臨床教育の 前段階 として位 置づ

け られ て い る。

　PBL で の 授業の進め 方 は 、教員が学生に課題 を出題 し、

小 グル ープ に分かれ 、 学生同士 の 質疑応答で授業を進行

して い くもの で あ る。授業を進行 して い く上 で 、教員の

発 言は最小 限に抑えなければな らない 。

　 日本で は 1990 年に東京女子 医科大学 が 最初 に 導入 を

し、そ の 後 、医学校以外 で も PBL 教育を取 り入 れ る大 学

が増え て い る。PBL に よ り、自己 学 習能力 の 育成、コ ミ

ュ ニ ケ
ー

シ ョ ン 能 力 の 育成、問題発 見、解決能力 の 育成 、

生涯 に お け る 活 用技術 の修得、情報収集能力を学生が修

得す る こ とな どが期待 され て い る。しか し、PBL を効果

的に進めて い く に は、チ ュ
ーターの効果的 な介入や 、 グ

ル
ープ ワ

ーク を行 うこ との で きる施設の 提供や学生の 学

習に対 して ア ドバ イ ス をす る こ とが で きる よ うな支援す

る体制 を整 える事、学生 の 能動 的に学習をし よ うとする

意志が必 要で あ る。

　 近年、日本 で も PBL が 広 ま りつ つ あ る が、よ り PBL

を 効果的 に行 っ て い く に は 、
ハ ー ド面 ソ フ ト面 の 両 方 に

お い て こ れ らに対応 した学習環 境が必要 である。
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4．ア メ リカ にお ける大学図書館の グル Pt プ ワーク へ の 対

応

4−1 カ リ フ ォ ル ニ ア州立大学サ ン マ ル コ ス 校ケ ロ ッ グ図

書館

　学生 が様々 な場所 で 活動が 行え る空間づ くりを 目指 し

て い る。一斉授業形式 に 対応 した コ ン ピ ュ
ーターク ラス

ル
ー

ム 、円形の 机 を用 い て、グル ープ ワーク に適し た コ

ラ ボ レ イテ ィ ブク ラ ス ル
ーム 等が作 られて い る 。 そ の 他

に も講義室があ る が、各 々 で 特色 の あ る作 りが され て い

る 。 （図 1）
4−2 エ モ リ

in大学 Cox 　Ha1 蓑

　 レ ス トラ ンやバ ーをイ メ
ージ した色彩や フ ァ ブ リッ ク

を 採用 し、従来 の
一斉授業型 の授 業を 行 う講義室 と は違

っ た雰囲気 の 空間が 作り出され て い る 。 机や椅子等 の 什

器 は可動式とな っ て お り、様 々 な人数や 目的 の グル
ー

プ

ワーク に 簡単に 対応 で きる作 り とな つ て い る。ま た ディ

ス プ レ イ を用 い た、グル ープ ワ ーク を行 うこ とが で きる

よ うに な っ て い る。個人 で の 学習を行 う事 を想定 した ス

ペ ー
ス もあ るが、多 くの ス ペ ー

ス が、グル
ー

プ ワーク を

想定 し た もの となっ て い る。（図 2）こ こ で は、実際 に、会

話 を し なが ら教えあ う学習や討論な ど が多く され て い る 。

利用者 の 特徴は、目的地ま で の 動

線が 直線的で ある こ と、また、PC

の 使用率が高い 。

43 ジ ョ
ージ ア 工 科 大学図書館

　24 時 聞職 員 に よ る支援 サ
ービ

ス を供給 して い る 。 3度 に わた り 、

3 っ の フ ロ ア の改装を行 っ て い る。

3 つ の フ ロ ア は 各 々 特徴を持 っ て

い るが、い ずれ の フ ロ ア もグル
ー

プ ワー
クに焦点を当てた計画が さ

れ て い る 。 （図 3）学生 で構成され た

ワーキ ン ググル ープ と共 に ラーニ

ン グ コ モ ン ズ づ くりがされてお り、

学生 の 声がよ く反映 した施設 で あ

る こ と が 考 え ら れ る 。 West
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Commons で の 利用者は 紙 面を用 い て の 学習 を行 っ て い

る学生 が比 較的多い 事が特徴と し て あげられ る。

牛4ワ シ ン トン 大学図書館　Odegaard ラーニ ン グ コ モ ン

ズ

　図書館の 2F に Odegaardラー
ニ ン グ コ モ ン ズ が整備 し

て い る 。 （図 4）様 々 な ソ フ トウェ ア を持つ 数百台の PC が

あ り、グル
ープ ワ

ーク をサポー
トす る こ との で き る施設

とな っ て い る。フ ロ ア 全体の 特徴 として は、持ち込みパ

ソ コ ン を前提 と し た 、空間 づ く りで は な く、備 え付 け PC

に よ く対応し た 作 りとなっ て お り、PC を用 い た グル
ー

プ

ワーク が で きる よ うな ス ペ ース となっ て い る。基本的に

は フ ロ ア全体は会話 を して もよい が
一

部、ク ワ イエ ッ ト

ス ペ ー
ス が 設 けらて い る 。 （写真 1）グル ープ ワ ーク を行

うこ との できる コ ラボ レーシ ョ ン 室 が 10 室程度ある。

（写真 2）こ の部屋 で は、デ ィ ス プ レイ 、ホ ワ イ トボー
ド、

パ ソ コ ン 等 が設 置 され て い る。使用時 に は 予 約が必 要 で

あ る。ま た 、大きな講義室 もあ り、こ こ で は、可動式 の

家具が使用 され、柔軟性 の 高 い フ レ キ シ ブル な レ イ ア ウ

トが可能 となっ て い る。各種ソ フ トウェ ア の 使用な どに

関す るヘ ル プデ ス クや レ フ ァ レ ン ス デ ス ク があ り、学生

へ の 学習支援を行 っ て い る。

図 1　 　ケ ロ ッ グ図霤館平面図

　　　　　　　　　　 轟
＿ 一 蠶 鑑 耀

図 3　 　ジ ョ・−nジ ア 工 科 大学図書館平 面
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図 2 エ モ リ
ー大学 　CoxHal1平面 図
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図 4　 ワシ ン トン 大学図 書館 平面 図
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鍵
写真 1 ク ワ イ エ ッ トス ペ ー

ス 　　 写真 2 コ ラボ レーシ ョ ン 室

5．ジ ョ
ージ ア 工科大学で の 利用実態

5−1 調 査範囲 の 特徴

　表 1に 図書館 の 基本デー
タを示す。

　パ ー
テ ィ シ ョ ン で 区切 られ た 、 小 ス ペ ー

ス にはそれぞ

れ、ホ ワ イ トボ
ー

ドが設置 され て い る。ま た 、電源 コ ン

セ ン トも豊富に完備 し て あ る。ワ イ ヤ レ ス LAN が整備

され 、イ ン タ
ーネ ッ トの使用 、 プ リン タ

ー
へ の 出力 が 可

能で あ る。パ ーテ ィ シ ョ ン、ノ
ー

トパ ソ コ ン 、稼働的な

什 器 に よ り、フ レ キ シ ブル な使用が 可能で ある。

表 豊 ジ ョ
ージア 工 科大学　図書鎮基本 データ

階数 7 階

延 ぺ 床 23225  

竣工 1953年

（West　Co皿 皿   s　2F　2009年改装）

蔵書数 250 万冊

　図 5 は使用し て い る グル
ー

プ の 割合 を示 して い る。1

人 で の利用 は 40％、2 入は 43％ 、3 人は 14 °

／・ 、4 人で は

1％、5 人は 2％ と な っ て い る。一人 で の 使用 も多い が 、2

人以 上 で の グル
ープ の使用 は 全体 の 60％を占めて い る。

また、グル
ー

プ の 構成人数は 5 人 が 最大 で あ っ た 。 図 6

は、こ の ス ペ ース で学習 して い る学 生が使用 して い る ツ

ー
ル を表 し て い る 。 ノ

ー
ドや プ リ ン ト等 の 紙面（Pa）が

47％、ノ
ー

トパ ソ コ ン （LPc ）が 40 パ ーセ ン トとな り、 多

くの 割合を占めて い る 。 ノ
ー

トパ ソ コ ン は学 生 に と っ て 、

学習す る 際 に は、とて も重要なツ ー
ル と な っ て い る。こ

れ に対 して 、本 を使用す る学生 は 10パ ーセ ン トで あ り、

Pa、　 LPc よ りも少な い
。 ホ ワ イ トボー

ド（Wb ）を使 っ て い

る学生は 3％ と少ない が 、有効的に使 っ て い る学生も見

られた。これ らは、学生 の
一

般 的な学習の 際 に使用する

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 3％

　　 ％
竅 1人　　 “ Pa

　 　 　 x2 人
　 　 　 　 　 　 　 丑 LPC
　 　 　 韻 3入
　 　 　 　 　 　 　 ■ Sk
　 　 　 u4 入
　 　 　 　 　 　 　

・二Wb
　 　 　 c・｛　S人

ツ
ー

ル で あ り、PBL にて 学習す る際にも、こ の よ うな ツ

ール を使用す る こ とが 考えられる 。 表 7 は学生 の West

Co   ons に お ける行為の 割合を示 した もの で あ る 。 デ ス

ク ワ
ー

ク（Dw ）が 26％，パ ソ コ ン を使用 した コ ン ピ ュ
ー

タ

ワ
ーク（Cw ）が 30％ 、会話（Talk）カ§ 34％ と こ の 3 つ が大 き

な割 合を占 め た。T が多 い 点 が、従 来の 図書館 とは違 う。

また、電話（Te1）をし

て い る学生 も見 られ

た 。 そ の 他（0）の 行為

と して は携帯電話を

使 用 し た行為が 多く

み られ た 。 Cw も多

く、学生がパ ソ コ ン

を使 用 し た学習 ス タ

イ ル が多い 事 が言え

る。図 8 は各摩席に

お ける、会話発生場

　　　　　　
Wb

　 Ptiint外出

。
一 態 攤

聡

黔蓮鑿
・iiiii；iiiiii；iii評

Cwe
．35％

図 7WestCornmons で の 行 為 の 割 合

所 を示 し た もの で ある。 利用 した学生 は 同 じ机に座 っ た

人 同士は必ず コ ミ ュ ニ ケ
ー

シ ョ ン を とっ て い る。そ して、

1 グル
ープ に つ き、1つ の 机を占領 し て い る。こ の エ リア

で は 、友 人 と 教 え合 う会話し なが らの 学習や、グル
ープ

学習 で 使用す る例 が 多 くを占め て い る。ま た、グル
ープ

学習の ため に計画 され た ス ペ ース で は あ る が 、 1人で 1

つ の 机 を使用す る例 も多 くみ られ た。
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図 5轍 C   o鵬 にお けるグル 図 6WestCommens で の 学生が

一
プ構成人数　 　 　 　 　 　 　 　 学習時 に使 用 して い る ツ

ー
ル

Q

・Stlgl ，！LIELe n 一

図 8W 凶 Co皿 ons の 平 面 図 と会話 発 生 堤 所

5−2 グル
ー

プ ワーク で 見られ る行為

写真 5 は、2 人 で の ホ ワ イ トボ
ー

ドを使用 した例 で ある。

こ の グル
ー

プで は ホ ワ イ トボー ドを使用 して 学習を メ イ

ン に進めて い る。2 人 と少人数で あ る が、広 い ス ペ ー
ス

を用 い て 2 つ の 机をつ な げ、そ の 机 の 上 に資料 を広 げて

使用 して い る。机でデス ク ワーク をする こ と は少な く、

机 は 資料 を置くためだけ に 使用 され て い る 。 こ の よ うに 、
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机 を移動す る例は こ

の 】例 の み で あ り、

他 に は 見 られ なか っ

た。写真 6 で は 3 入

の 学生 が グル
ープ学

習を行 っ て い る。

一

は 、 座 っ て の デ ス ク

ワ
ーク を し て い たが、　 写真 5 ホワ イ トボード使用例

そ の 後 ホ ワ イ トボー ドを使用 し て の 学習 へ と移 り変 わ っ

た a （写真 7）ホ ワ イ トボー
ドを使用す る際 には、全員 が 、

ホ ワ イ トボードの近くへ と 、 移動を した 。 デ ス ク ワーク

をす る 時 と、ホ ワ イ トボ
ー

ドを用 い た学習を行 う時 で は 、

違 う家具配置が求 め られ て い る事 が 考え られ る。 また、

ホ ワイ トボー
ド時には常に会話を交わし てい る。（図 9）

ホ ワ イ トボー ドで グル
ー

プ間で 情報を共有する こ とが で

き、コ ミ ュ ニ ケ
ー

シ ョ ン の 誘発 へ とつ な が っ て い る 事 が

考えられる。写真 8 で は 、パ ソ コ ン を用 い て の 教え合 い

の学習を行 っ て い る もの で あ る 。 （図 10）友人 の パ ソ コ ン

の 画 面を見 るために学生は友人 の 席と自席を行っ た り来

た りする行動を とっ て い る 。 そ の後、椅子 を隣に位置す

る よ うに 配置 して い る 。 （写真 9）こ の よ うに椅子 を移動 さ

せ る例 は多 く見 られた。椅子 は軽量であるため、簡単に

動か すこ とが で きる とい う手軽 さがあ る ためだ と考え ら

れ る。学習 の 最 中 は 途中 で 学習 の 目的の 変化 に伴い 、配

置 が 変化す る事 が ある。 しか し、そ の 際 に も容易 に 配置

を変化 させ る事が 出来 るの が必要 で あ る 。 写ff　10、
　 ll

で は、2 人 の 学生が教え合い の 学習 を行 っ てい る。互 い

の ノ
ート等 の 紙面や ノー トパ ソ コ ン をの ぞ き こ み ながら

の 学習を行 っ て い る 。 人との 紙面 、 もし くは パ ソ コ ン の

共有に は 、 方 向性が必要 で あるため、隣 同士 に座 る こ と

が情報 の 共有が しやすくな り有効で あ る と考え られ る。

6．ま とめ

　 ラ
ー

ニ ン グ コ モ ン ズ で 使 用 し て い る 学習 ツ
ー

ル や学習

方法は PBL で 学習す る時 の 使用 ツ
ー

ル や 学習方法 と近

しい もの が あ る。した が っ て、今回 の 研究 で は ジ ョ
ージ

ア エ 科大学 W 磯 C 皿 輝nons で の 行動 の 分析を行 っ た．　PBL

を うま くや っ て い くためには 、
ハ ード面 とソ フ ト面 の 両

方 の 整備が必要不可欠 で ある。ソフ ト面は、学生 の 学習

をサ ポ
ー

トす る人的支援、授業カ リキ ュ ラム 等が挙げら

れ る。ハ
ー ド面 で は グル ープ ワーク を十分に行 うこ との

で きる設備 （家具等） が 整 っ た 施設 が 必要 で ある 。

ジ ョ
ージ ア 工 科 大学の West　Commons で は ホ ワイ トボ

ー
ドや柔軟性の 高い 什器を用 い た設備が ととの っ て い る 、

そ し て 、学生 は それ らを用 い て 、デ ィ ス カ ッ シ ョ ン や教

え合 い 学習 よ うなグル
ープ ワ

ー
ク を行 っ て い た 。 グル ー

写 真 6y の 学習風景 1

写 真 8 皿 の 学習風 景 1

写 真 7　y の 学習風 景 2

写 真 9m の 学習風 燉 2
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図 9 行為推移61）　　　　　　　 図 10 行為推移（m ）
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写 真 10　　　　　　　　　．　　 写 真 ll

プ ワー
クを行 う際に は、様 々 な場面があ り、それぞれに

適 し た 配 置が 必 要 と な っ て く る。さ ら に 、グル
ー

プ学習

にお い て 、み ん なで プ ロ ジ ェ ク トを解決 して い くに は、

情報の 共有等が必要に な っ て くる 。 したが っ て 、 グル
ー

プ学習を促すた めには、そ の ようなもの が 必要である。

さらに、各大学に よ り学生 の 学習ス タイ ル が違 う場合も

考え られる 。 そ れ らも考慮 し て 各大学 に適 し た学習環境

を計画す る必要が ある。
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